
２

前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
項
は
、
次
に
掲
げ
る
も
の
（
第
三
条
第
三
項
第
三
号
か

ら
第
八
号
ま
で
の
場
合
に
お
い
て
は
、
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。）と
す
る
。

一

第
三
条
第
五
項
第
一
号
か
ら
第
四
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
項
及
び
労
働
保
険
番
号

二

解
体
工
事
又
は
改
修
工
事
の
実
施
期
間

三

前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
工
事
に
あ
っ
て
は
、
当
該
工
事
の
対
象
と
な
る
建
築
物
（
当
該
工
事
に
係
る
部
分

に
限
る
。）の
床
面
積
の
合
計

四

前
項
第
二
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る
作
業
に
あ
っ
て
は
、
当
該
工
事
に
係
る
請
負
代
金
の
額

五

第
三
条
第
五
項
第
五
号
及
び
第
八
号
に
掲
げ
る
事
項
の
概
要

六

前
条
第
一
項
に
規
定
す
る
作
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
作
業
に
係
る
石
綿
作
業
主
任
者
の
氏
名

七

材
料
ご
と
の
切
断
等
の
作
業
（
石
綿
を
含
有
す
る
材
料
に
係
る
作
業
に
限
る
。）の
有
無
並
び
に
当
該
作
業

に
お
け
る
石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
発
散
を
防
止
し
、
又
は
抑
制
す
る
方
法
及
び
当
該
作
業
を
行
う
労
働
者
へ
の

石
綿
等
の
粉
じ
ん
の
ば
く
露
を
防
止
す
る
方
法

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
は
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
報
告
書
を
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
す
る
こ

と
を
も
っ
て
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
事
を
同
一
の
事
業
者
が
二
以
上
の
契
約
に
分
割
し
て
請
け
負
う
場
合
に
お
い
て

は
、
こ
れ
を
一
の
契
約
で
請
け
負
っ
た
も
の
と
み
な
し
て
、
同
項
の
規
定
を
適
用
す
る
。

５

第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
工
事
の
一
部
を
請
負
人
に
請
け
負
わ
せ
て
い
る
事
業
者
（
当
該
仕
事
の
一
部
を
請
け

負
わ
せ
る
契
約
が
二
以
上
あ
る
た
め
、
そ
の
者
が
二
以
上
あ
る
こ
と
と
な
る
と
き
は
、
当
該
請
負
契
約
の
う
ち

の
最
も
先
次
の
請
負
契
約
に
お
け
る
注
文
者
と
す
る
。）が
あ
る
と
き
は
、当
該
仕
事
の
作
業
の
全
部
に
つ
い
て
、

当
該
事
業
者
が
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
作
業
の
届
出
）

（
作
業
の
届
出
）

第
五
条

事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
様
式
第
一
号
の
二
に
よ
る
届
書
に
当

該
作
業
に
係
る
解
体
等
対
象
建
築
物
等
の
概
要
を
示
す
図
面
を
添
え
て
、
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
に
提
出
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
条

事
業
者
は
、
次
に
掲
げ
る
作
業
を
行
う
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
様
式
第
一
号
に
よ
る
届
書
に
当
該
作

業
に
係
る
建
築
物
、
工
作
物
又
は
船
舶
の
概
要
を
示
す
図
面
を
添
え
て
、
当
該
事
業
場
の
所
在
地
を
管
轄
す
る

労
働
基
準
監
督
署
長
（
以
下
「
所
轄
労
働
基
準
監
督
署
長
」
と
い
う
。）に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
吹
き
付
け
ら
れ
て
い
る
石
綿
等
（
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
仕
上
げ
用
塗
り

材
（
第
六
条
の
三
に
お
い
て
「
石
綿
含
有
仕
上
げ
塗
材
」
と
い
う
。）を
除
く
。）の
除
去
、
封
じ
込
め
又
は
囲

い
込
み
の
作
業

（
新
設
）

二

解
体
等
対
象
建
築
物
等
に
張
り
付
け
ら
れ
て
い
る
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
保
温
材
、耐
火
被
覆
材（
耐

火
性
能
を
有
す
る
被
覆
材
を
い
う
。）等
（
以
下
「
石
綿
含
有
保
温
材
等
」
と
い
う
。）の
除
去
、
封
じ
込
め
又

は
囲
い
込
み
の
作
業
（
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）

一

壁
、
柱
、
天
井
等
に
石
綿
等
が
使
用
さ
れ
て
い
る
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
（
耐
火
性
能
を
有
す
る
被
覆
材

を
い
う
。）等
（
以
下
単
に
「
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
」
と
い
う
。）が
張
り
付
け
ら
れ
た
建
築
物
、
工
作
物

又
は
船
舶
の
解
体
等
の
作
業
（
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
に
限
る
。）を
行

う
場
合
に
お
け
る
当
該
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等
を
除
去
す
る
作
業

（
削
る
）

二

第
十
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
石
綿
等
の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
（
保
温
材
、
耐
火
被
覆
材
等

の
封
じ
込
め
又
は
囲
い
込
み
の
作
業
に
あ
っ
て
は
、
石
綿
等
の
粉
じ
ん
を
著
し
く
発
散
す
る
お
そ
れ
が
あ
る

も
の
に
限
る
。
以
下
次
条
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
同
じ
。）

（
削
る
）

三

前
二
号
に
掲
げ
る
作
業
に
類
す
る
作
業

２

（
略
）

２

（
略
）

（
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
及
び
石
綿
含
有
保
温
材
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
）

（
吹
き
付
け
ら
れ
た
石
綿
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
）

第
六
条

事
業
者
は
、
次
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
適
切
な
石
綿
等
の
除
去
等
に
係
る
措
置
を

講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、
こ

の
限
り
で
な
い
。

第
六
条

事
業
者
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
の
作
業
に
労
働
者
を
従
事
さ
せ
る
と
き
は
、
次
項
に
定
め
る
措
置

を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
当
該
措
置
と
同
等
以
上
の
効
果
を
有
す
る
措
置
を
講
じ
た
と
き
は
、

こ
の
限
り
で
な
い
。

（
削
る
）

一

壁
、
柱
、
天
井
等
に
石
綿
等
が
吹
き
付
け
ら
れ
た
建
築
物
又
は
船
舶
の
解
体
等
の
作
業
を
行
う
場
合
に
お

け
る
当
該
石
綿
等
を
除
去
す
る
作
業
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